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時間後 216.2/Eg:rnlで1､1筏増加 L2時間後には 二iz18.8

IEg.､mlと最高値を示 し,後は漸減 して7t_7線 22.1ILg:

mlとな一一,た.AIiK l00OILg･0.1ml投 ソーで〔刊消日和勺

濃度は投与 l:2時間後 590/LL,∴･mlで以後増加 L-て;I時

ニil.7/Lg;'mlでか -,た.私ともがこかまで検討 Lた各憧

を最高〔･L二して1､八線漸減するし')が常で恭-･_､たが本刑はそIl

(･【二く･:t動態を粗にする.これまでLT)雫験ではそL'l根拠をFlj-I

r,かにせる淋 ニtできなかyJ二か今後さ吊こ検討を重ねて

いきたいLL_!忍').

51M rtSA か検出 された岬 僅潰鳴LJ12症 例

本山まりl'-･Etlif〈 博
坂 卜雷 I:()i･I:,-I.'Et'i ll.Wi
大 石 正夫 (新潟東学眼科)

重篤 左合併症 を存 し､MRŜ が検出 された殉膜潰鳩

Lf)2症 例LT)治噴経験 を報質す ろ.

症 例 l:69才, 男性. 主.請 :右眼の税))低 トロ冬痛.

既 往懸 :慢惟腎 不全, 狭心症. 胃全摘 . 1990年1)]】1)O

状 fJ上艶物感 を生 Llた, 視 軸 ･よI1-指 数 弁 (頓 正不f掛 ,

左()∴i(1.O).右限 iこ大 きな角膜腺癌 を認 めた.擦過物

ⅠミMl･1二IJ眼軟膏 lt12｢‖】点眼.(T M の内服を開始 した.

がL:*苦せず,0.5Oo MINO 溶液 を点 限 .OFLX 限軟

･軒,MINO 内服 を使 用 し.脱胎縫 合を行 一一た.角膜膿

噂は縮小 したが角膜穿孔 した.症 例 2 :7カr3.鞘 f-.

満期産,hypoxic brI山1,牛 卜時 (-･い )呼吸管理 ･経菅栄

轟施行 左表層瑚 針集. 両眼急性結膜 炎が認めIL-Itナ∴

-JJ,FJ後 MRSA に しところ角膜清濁 か発症 した.0.59,tJ八月K

液LJ),(義眼により常勤を示 した.

6)保道留置カテ ー テ ルに 女十手封 夷討

､ ● -- -一

武目 元 ( F.ij 冊 こい

媒遺 -JJ;7----㌔-チ/Lを lヶ月1､.L内の期間留置した 1017例上

及ヶ月以上留置した11例を対象とし,カテ-テル発端と

煤.恒･7)細菌に関 Lて検討した.短 期 留 置 L/り lOl)例中味申

細菌陽性20倒 し200｡).))十一･一テ′L･へ しT) 細 菌 付 着 66f珂しくう5

ob巨であった.特に10Flt対句〔pJ)榊例申35例 (こ1900巨で尿

およびjJ:ド--':'-lJLの両方とも細菌陰性.:Il削 (L16?(i~)で

尿陰性二虹'L/Lドか1,-A-ナ′し陽性.13倒 し1500巨 ~亡兄および

ば丁(う伊｣(f150olで細菌陰性であ一･一､た.

1十f]1､人上留腔(.')11例L-I)･')七､,,1()例に尿およびかil-

:i･,L(I)双方iこ細菌が:JJJ一一Itた.特に1年Ll上土(.r)留置症例

みられ その難治性がうかがえた.洞沢SAは長期カテー

テル留置の 1例よ吟みられたが,髄の原因による3例と

Ll二もに検討 した.

7)特 発性 食道破裂に よる MRSA 膿胸.皮 卜

膿鳴ハ lTL-術桝

･ ･: ･: ･ .菅原 l口明

砧 h tFl秋 (県立lい央病院内科l

して訊 H中に晦気あ;).晦叶をこt､)えたときに胸痛､′【二呼

Jをうけたが.翌 ト】までに 25仇1n･11の混濁 Lた胸水が

あり,22【い瑚完-転科 した. 卜L･十-∵ン液中に植物桟溶

あ叫与発性食道破臥 鳥を軌 直ちに緊急 手術を施行l_た.

食道破裂L】聞鼠 .恥陛 ドしノ十-∴ 胃壌および相磯を造

設 1.-//_. こLl7')ときすでに N,ttRSA 膿胸こL_な-､てい-/'L.

第6病HJ.Lf)腺癌が ドしノ･-ト ∵ンさすt切れずに咲~卜に貯留､

大き左碇 卜腰蛸､リこり.開放噴法Ll二Lた.

膿胸は持続洗浄,MINL)トIl'M 投射こより治癒せし

めえたが,成下腺癌は腐骨性肋骨骨髄親を禽併し,難治

性 MRSA 感染をと1)左勺乾盾積を杵き成Lた.術後2

FrJ-=J.腐骨切除,胸噂膿塘切除.醸上e-摘方皮弁による胸壁

再建術を施行 補助塘法!･_して トト＼1号tr,KA(lN150111g

回の点滴静注を lf~1L)回. 7日間行い,仝治せしムFlt',こ

とができた申

81人,TRSA 肺 尖に対す ,:-)ABlく〔Lrll吏川細挿

･ ･ ･:二 ･ ,根本

厚生連魚沼病院内科に入院中(I)MRS八感染症廿患

者 5例をこ対 し ABK 投与を行い,その使用経験につき

報合 した.

5症例tノ')内,症例1),3,5は 九:TRSA 姉炎に対 し

て ABK 授与を行い,肺炎の軽快,畷療よりの 弧 SA


